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1. 令和２年度の強震観測記録
Strong-Motion Seismograph Records in 2020

技術支援課 名兒耶 薫、〇町田 晋

1. はじめに

「東京都震災予防条例」（現東京都震災対策条例）

にもとづき、昭和 53 年度より建設局が管理する河川

構造物と道路構造物について強震観測を行っている。

強震観測とは、地震により構造物やその周辺地盤が

受ける影響を調査するため、加速度を計測するもので

ある。将来、観測データを活かして耐震設計等に反映

されることが期待されている。

この報告は、令和２年度に観測された最大加速度の

強震記録を発生地震ごとにまとめたものである。

2. 観測の概要

強震観測地点の位置とそれぞれの強震計の概要を図

－1 及び表－1 に示す。令和 2 年度における観測地点

は、河川構造物（堤防・護岸、水門）5 地点、道路構

造物（橋梁）12 地点、センター 1 地点の計 18 地点で

ある。なお、観測は、対象構造物上とその周辺地盤上

に設置した 34 台の強震計（センサーのみの場合も含

む）により通年で行った。

3. 令和２年度の観測記録

令和２年度に発生した地震のうち、気象庁の東京千

代田区大手町観測点における計測震度が 2 以上であっ

た地震の概要と最大加速度記録地点を表－2 に示す。

令和２年度は、震度 4 が 1 回、震度 3 が 4 回、震度 2

が 19 回の計 24 回観測されている（令和元年度は 19

回）。

強震観測地点 18 地点での観測記録において、最

大加速度の最大値は、福島県沖を震源とする地震

（2021 年 2 月 13 日、震源の深さ 55km、マグニチュ

ード 7.3、最大震度 4）時における 69.6Gal（黎明橋

の地盤上、東西方向）であった（図-2）。

2 番目に大きな値は、茨城県沖を震源とする地震

（2020 年 12 月 30 日、震源の深さ 56km、マグニチュ

ード 5.2、最大震度 3）時の 36.0 Gal（新中川堤防

の地盤上、南北方向）であった（図-3）。

3 番目に大きな値は、宮城県沖を震源とする地震

（2021 年 3 月 20 日、震源の深さ 59km、マグニチュ

ード 6.9、最大震度 3）時の 34.2 Gal（高円寺陸橋

の P1 橋脚上、南北方向）であった（図-4）。

なお、令和元年度に観測された最大加速度の最大

値は 64.1Gal、第 2 位は 55.7 Gal、第 3 位は 30.0

Galであった。

以上は、全て、関東・東北地方を震源とする地震に

よる強震記録であるが、それ以外の地域も 3 回確認さ

れた。

1 つ目は小笠原諸島西方沖を震源とする地震（2020

年 4 月 18 日、震源の深さ 477km、マグニチュード 6.8、

最大震度 2）で、最大加速度の最大値は 4.5Gal（黎明

橋の地盤上、東西方向）であった（図-5）。

2 つ目は三重県南東沖を震源とする地震（2021 年 1

月 15 日、震源の深さ 364km、マグニチュード 5.3、最

大震度 2）で、最大加速度の最大値は 3.6Gal（小名木

川排水機場の地盤上、南北方向）であった（図-6）。

3 つ目は八丈島東方沖を震源とする地震（2021 年 3

月 28 日、震源の深さ 55km、マグニチュード 5.6、最

大震度 2）で、最大加速度の最大値は 5.2Gal（小名木

高円寺陸橋

図－1 観測地点位置図
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川排水機場の地盤上、上下方向）であった（図-7）。

なお、令和元年度では関東・東北地方以外の地域を震

源とする地震は 2回観測された 

4. まとめ 

令和 2 年度は、震度 4 の地震による観測データを 1

回、震度 3 を 4 回、震度 2 を 19 回、それぞれ得られ、

防災科研等へ情報提供を行った。 

今後も引き続き、地震時における強震観測データを

集積し、橋梁・河川構造物の地震被災時における原因

究明や耐震設計等に必要な基礎資料として研究機関等

へ情報提供していく。 

 

表－1 観測地点及び強震計の概要 

 

 

 

表－2 東京千代田区大手町観測点における震度２以上の地震
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1) 気象庁 震度データベース（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php）を参照した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 最大加速度の最大値を記録した黎明橋地盤上の波形図 
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図-2 最大加速度の最大値を記録した黎明橋地盤上の波形図 
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図-3 最大加速度の第 2位を記録した新中川堤防地盤上の波形図
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図-4 最大加速度の第 3位を記録した高円寺陸橋 P1橋脚上の波形図
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図-5 小笠原諸島西方沖を震源とする地震時における黎明橋地盤上の波形図
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図-6 三重県南東沖を震源とする地震時における小名木川排水機場地盤上の波形図
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図-5 小笠原諸島西方沖を震源とする地震時における黎明橋地盤上の波形図
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図-7 八丈島東方沖を震源とする地震時における小名木川排水機場地盤上の波形図 
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2. 東京都水防災総合情報システムの水位データの特性

The Characteristic of Water Level Data in Tokyo Rain Fall Information System

技術支援課 高崎 忠勝、〇枝澤 知樹

1. はじめに

東京都では洪水や高潮による被害を軽減するため、

都民や水防関係機関等に水防に関する情報を迅速か

つ的確に提供することを目的として、東京都水防災

総合情報システム（以下、水防災システム）を構築

し、河川水位や雨量等の情報を収集、配信している。

水防災システムの水位データは大雨時における河

川増水状況の把握だけでなく、様々なことに利用さ

れている。例えば、降雨と河川流量の関係を検討す

るのに使用したり、河川作業の安全確保のため、雨

の降り始めから水位の上昇が始まるまでの時間を把

握する目的でも利用されている。このため、増水時

の水位だけでなく低い水位についても正確な情報が

望まれる。

河川の水位は、場所によって潮汐の影響を受けた

り、調節池の取水による影響を受ける。また、観測

施設の都合で低い水位が測定できていない水位デー

タもある。このため、水位データを利用する際には、

水位を観測している地点の特徴やデータの特性を把

握しておくことが望ましい。

本報告は、水防災システムの水位データについて、

降雨時の変化を見ることで観測地点の特徴やデータ

の特性を検討したものである。

2. 対象データ

本報告では、令和2年度東京都水防計画1)に記載さ

れている169か所の水位観測所を対象とした。図-1に

水位観測所の配置を示す。水位観測所は50河川に設

1 水位観測所の配置

表－1 都内各地の降雨量

置されており、そのうち28河川では複数の水位観測

所が設置されている。

全ての水位観測所のデータを比較するため、都内

全域で比較的大きな降雨があった令和2年7月22日か

ら令和2年7月26日のデータを対象に検討を行った。

最大１時間降水量
()は日降水量

7/22 7/23 7/24 7/25 7/26

江戸川臨海
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